
◆床（フローリング）補修②・家具補修

＜使用材料＞

・住まいのマニキュア

樹脂をスプーンに乗せライターで溶かし
ます。溶けた樹脂を傷に流し込みます。
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アクリルだと弱いので上から水生ニスを
塗って保護します。

ちょっとしたひっかきｷｽﾞも簡単｡床の変色やｽｸﾗｯﾁ程度のｺｽﾚを住まい
のﾏﾆｭｷｱで補修します｡
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木製家具の擦れや変色を同様に直せま
す｡
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筆ぺん感覚で木目や模を描いてくださ
い｡

印刷の剥がれには樹脂などほとんど埋
められません。アクリル絵の具で色付け
をしていきます。

傷の周りの盛り上がりをカッターで切り
取ったら手で触り、傷のあたりが平らか
確かめます。

色あわせのｺﾂは少しずつ何回も塗って
色を濃くするときれいに仕上がります｡

白く剥がれたところを補修します。

床の時と同様に固いヘラでこすり、平ら
になれば完成です。

上図のような角の傷など気になるもので
す。かくれん棒のフローリング用を使用
します。
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